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 従来の体積型のホログラフィックメモリー

ではブラッグ選択性を利用した高密度な多重

記録が可能であるものの，再生トレランスが低

いために記録媒体として用いられるフォトポ

リマーの熱変化が信号の再生特性に大きく影

響を与えてしまう．また，複数のデータページ

の一括記録が困難であることから，従来の光デ

ィスクのような量産する用途には不向きであ

るという点が課題となっている． 

 そこで，われわれは表面の微細構造で表現さ

れたホログラムをホログラフィックメモリー

に適用させることに着目した[1]．この手法に

よって，超高速データ転送が可能，かつ一括複

製も容易であり，さらに高い再生トレランスに

よる安定した読出し性能をもった新しいホロ

グラフィックメモリーの実現が期待できる． 

 本研究では，コリニアホログラフィックメモ

リーに代表されるシフト多重方式[2]で多重記

録を行う．しかしラマン＝ナス回折が生じる表

面型ホログラムでは，ホログラムに入射するあ

らゆる角度の平面波に対して，全てのグレーテ

ィングからの回折光が生じ，さらに高次の回折

光も生じてしまう．その結果，グレーティング

の重複が再生信号のSN比と多重性能を大きく

劣化させてしまうことが明らかになった． 

 そこで，われわれはグレーティングが重複し

ないという制約を新たに追加した表面型ホロ

グラムについて，その記録再生特性を数値シミ

ュレーションによって評価した．グレーティン

グの重複がない場合とある場合について，同じ

信号点数，参照点数で比較したときの単一ホロ

グラムのシフト選択性を Fig. 1 に示す．Fig. 1

より，グレーティングの重複を除くことでシフ

ト時のバイアス光が低減，すなわちホログラム

の多重性能が向上したことが確認できた． 

 本発表では，数値シミュレーションで得られ

たこれらの記録再生特性を実験データと比較

し，理論の妥当性について述べる． 
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Fig. 1. Shift selectivity (logarithmic scale) in the 

case of (a) including grating overlapping; (b) 

omitting grating overlapping. 
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